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 は し が き  

                        
    本編は、学位規則（昭和２８年４月１日文部省令第９号）第８条による 

  インターネットの利用により公表を目的として、令和２年度内に本学に 

おいて博士の学位を授与した者の、論文内容の要旨および論文審査の結果の 

要旨を収録したものである。 

     学位記番号に付した甲は、学位規則第４条第１項（いわゆる課程博士） 

  によるもの、乙は、同規則同条第２項（いわゆる論文博士）によるもので 

  あることを示す。 
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内容の要旨 
様々なルータや中継機の組み合わせで構成されるスマートホームにおいて，IoT 機器の

相互接続性に関する市場問題が多数報告されている．そのため「スマートホームにおける

IoT 機器の相互接続性向上の研究」を実施した．まず世の中に雑然と存在する相互接続性

問題を分類し CFM 問題として定式化，CFM 問題を引き起こす未定義仕様を明確化するた

めの手順である SHIPs を定義し，スマートホームにおける IoT 機器の相互接続性を定量

的に判断可能とした．この手順により市場問題の再現環境構築，ルータの実装仕様調査，

CFM 問題の原因究明を行い，既存市場にスムーズに適用可能とするため機器側での解決

手法を 3 つ考案した．これらはパナソニックの製品 150 万台に搭載され市場問題の未然防

止に貢献した．また考案手法を特許出願(2 件)し，エコーネットコンソーシアムに提案，規

格書に採択され，業界全体約 3300 万台の機器の相互接続性向上へ貢献した． 
 

審査経過の要旨 

１．審査の経過 

(1)2020 年 10月 7日（水）電気電子工学専攻会議 

         予備審査の開始と審査委員が承認された。 

(2)2020 年 11月 9日(月)10:00-12:00 予備審査会（オンライン開催） 

         指摘された事項に対して、修正及び推敲を行うことにより、 

         本論文は本審査に耐えうると判断された。 

(3)2020 年 11月 11日(水) 電気電子工学専攻会議 

         提出論文の受理が決定し、審査委員を決定した。（本審査へ） 

(4)2021 年 2月 6日（土） 公聴会と最終試験 



         合格と判断された。 

(5)2021 年 2月 17日（水）電気電子工学専攻会議 

         可否投票の結果、学位授与を可と判定した。 

(6)2018 年 3月 1日(金) 専攻主任会議 

         学位の授与が承認された。 

(7)2018 年 3月 1日(金) 研究科委員会 

         学位の授与が承認された。 

 

２．審査結果 

 本論文の内容，公聴会での質疑応答，学術論文および国際会議での発表論文の内容，

国際標準化活動の内容などからして，申請者の学力および外国語の能力が十分である

と考えられ，学位申請者は，博士（工学）の学位を受けるのに十分な資質を有するも

のとして合格と判断した． 
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